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3. 著者紹介 駒村康平（こまむら こうへい） 

1964 年生まれ。2007 年より慶応義塾大学経済学部教授。 
著書には『福祉の総合政策』（創成社、2001 年） 
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4. 選定理由 

1. 年金制度について考える 
2. 年金の種類について詳しく理解する 
3. 日本の年金制度の歴史を知る 
4. 日本の年金制度の現状について把握する 
5. 他国の年金制度について理解する 
6. 年金制度の課題を明らかにする 
7. 年金未納者が増加する理由を理解する 
8. 国民年金の保険料を払えない人はどうすればいいのか考える 
9. 年金が果たす役割を再確認し、社会保障制度のこれからを考える 
10. 少子高齢化が進んでいる中で、年金制度は今後どうなっていくのか考える 


